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 （続紙 ２ ）                          
（論文審査の結果の要旨） 
この論文には以下の3点の学術的貢献が認められる。 
第一に、銀行金融が中小企業の発展を後押しすることを通じて、途上国・新興
国の経済開発に貢献することができるのかという学術的・政策実務的に必ずしも
コンセンサスの出ていない問題に対して、中国の大規模な企業レベルマイクロデ
ータに各種データを巧妙にマッチングすることにより、明確な回答とその論拠を
体系づけて提起している点である。途上国・新興国では銀行金融は大企業に好意
的で中小企業には差別的な金融仲介をおこなう傾向が強く、中小企業セクターの
発展をむしろ阻害し、ひいては経済発展自体の障害にすらなりうるという議論が
根強くある。中国はそのストーリーが典型的に語られている経済であり、中国経
済を対象としてその銀行金融もまた中小企業セクターの発展を促進しうることを
示す一貫した統計的証拠を提出していることは、当論文の重要な学術的貢献であ
る。 
第二に、銀行金融の発展が中小企業のパフォーマンスや経営状況に及ぼす影響
を考察する際に、企業金融における銀行による融資意欲・能力の増大という供給
要因のみならず、企業側の資金需要要因も計量分析上の戦略に取り込むことによ
り、金融の発展から経済成長への因果関係を慎重に取り出すことにかなりの成功
を納めている点も高く評価できる。 
第三に、Chapter 4でおこなわれているように、当論文は中小銀行の各地域にお
けるプレゼンスを、各中小銀行のウェブサイトから支店の所在情報を自身の手で
丹念に収集して計測しており、この作業により初めて中小銀行の各地域における
プレゼンスを相当な程度で精確に反映した変数の作成が可能になっている。これ
による分析は、中国経済を対象とした研究において、中小銀行による金融仲介の
活発さが中小企業の成長を促進することに帰結することを、このようなかたちで
世界で初めて統計的に証拠づけており、当該研究分野における革新的な成果であ
ると評価できる。 
しかし、本論文には、以下のようにさらに検討するべきいくつかの課題や改善
点があることを指摘せざるをえない。 
第一に、Chapter 5で明らかにされた都市商業銀行のプレゼンスの大きさがも
たらす明確な中小企業のパフォーマンス改善効果とChapter 3が見出した都市商
業銀行の必ずしも明確ではない効率性上の優位性が、メカニズムとして如何に関
連しているのかの詳細な議論がなく、必然的にそれを巡る計量分析もない。第二
に、Chapter 4は成長機会の測定のために資金制約に直面していないと想定され
た「大企業」の各産業における売上成長率を使用しているが、その大企業は中国
の政府統計の分類における「大型企業」であり、真に資金制約に直面していない
 大企業とみなすほど大きな有力企業であるとは限らない。第三に、銀行金融の発
展度自体が中小企業セクターの興隆に対して外生的であるか否かという政策的に
重要な問題に計量的な回答を与えていない。第四に、同じ非上場中小企業パネル
データを用いた分析であるにも関わらず、Chapter 4やChapter 5で示されてき
た独立変数の内生性への配慮が、Chapter 6では同じテンションはなされておら
ず、各Chapter間での計量分析戦略上の不整合性が残っている。  
ただ、これらの問題点は、本論文の分析がおこなわれることよって今後明らか
にされるべき課題として浮き上がってきたという側面もあり、おそらく筆者自身
により今後克服されていくことが期待できる。 
よって、本論文は、博士（経済学）の学位論文として価値のあるものと認め
る。なお、平成２９年７月２５日、論文内容とそれに関連した試問をおこない、
論文修正の指示を与え、その後適切に修正がなされていることを確認した結果、
合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
